
２ 統合場所及び通学区域

柴田小学校と千鳥小学校及び白水小学校の統合（案）について

資料１

１ 取り組みの概要

名古屋市では、適正な学校規模を確保し、子どもたちにとって充実した教育環境を整える

ため、小規模校の統合を進めています。

柴田小学校及び千鳥小学校は、クラス替えできない学年が生じる小規模校であるため、

これまで保護者や地域住民の方に統合案をお示ししご意見を伺いながら、対策を検討して

きました。その中で、子どもたちの通学面等も考え、以下の統合案を進めていくことを考え

ています。

小規模校化が継続する柴田小学校及び千鳥小学校と、
学区が隣接している白水小学校を統合します。

○ 現在の白水小学校の場所で統合校の整備を行います。

○ 通学区域は、現在の柴田小学校、千鳥小学校及び白水小学校の通学区域をあわせた

ものとします。

３ 施設整備の方向性

統合にあわせて、現在の白水小学校の校舎・体育館を取り壊し、新築します。

また、プールは改修します。

※ 新校舎の工事期間中は、安全な学校生活の確保のため、一時的に現在の柴田小学校

及び千鳥小学校の場所で統合校を運営します。（2ページを参照）

令和7年6月
名古屋市教育委員会

統合に関する情報、説明会のご案内・資料

名古屋市教育委員会事務局教育環境整備課

電話：052-972-4092 FAX：052-972-4176

E-MAIL：a3282＠kyoiku.city.nagoya.lg.jp

統合案
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保護者の皆様や地域の皆様に、統合の取り組みを説明するとともに、

様々なご意見をお聞きし、教育委員会が統合を決定します。

統合校を開校します。

新築工事中は、東校舎（千鳥小の場所）と

西校舎（柴田小の場所）に分かれて学校運

営を行います。

現在の白水小学校の場

所で統合校の新築工事

を行います。

統合校の開校に向けた新しい学校づくり

（校名や校章、通学安全の検討など）の協議

と、児童相互の交流活動を進めます。

統合校の新築工事の

設計を行います。

新築工事の完了とともに、新校舎（現在の白水小学校の場所）へ移転し、

新校舎での学校生活が始まります。

統合校を整備する場合、３校の児童の安心・安全な学校生活が確保できるような学校運営

等を前提とした検討が必要となります。

以下は、これまでの統合事例を踏まえ、想定されるスケジュールを掲載したものです。

（右枠内の年度は、令和7年度に統合決定した場合の目安を記載しています。）

４ 今後のスケジュール（想定）

令和7年度

令和8～9年度

（２年程度）

令和10～12年度

（3年程度）

令和１3年4月

※ 白水小学区の児童は、原則として、比較的教室数に余裕がある東校舎へ通学します。

ただし、通学距離等の観点から、安心・安全上の理由がある場合は、西校舎を選択して通学できるものとします。

区分 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

柴田学区児童
の通学先

千鳥学区児童
の通学先

白水学区児童
の通学先

柴田小へ通学 統合校西校舎（柴田小の場所）へ通学

統合校新校舎
(白水小の

場所)へ通学
千鳥小へ通学 統合校東校舎（千鳥小の場所）へ通学

白水小へ通学 原則、統合校東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

令和10年4月 統合校開校（東校舎・西校舎）
令和13年4月

新校舎完成

通学先等(令和7年度に統合決定した場合)
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＜参考１＞

通学区域・通学距離

白水小

まで

1.6ｋｍ

白水小

まで

1.7ｋｍ

白水小

まで

1.4ｋｍ

白水小

まで

1.5ｋｍ

千鳥小

※この地図は、地理院地図（GSI Maps）を名古屋市教育委員会教育環境整備課が加工して作成したものです。

柴田小
10～12年度

統合校(西校舎)

白水小
10～12年度 新校舎工事
13年度～ 統合校(新校舎)

千鳥小
10～12年度

統合校(東校舎)

通学区域・通学距離のイメージ
（令和７年度統合決定の場合）

統合校での施設整備例

○学びの充実に向けた柔軟で創造的な学習空間

・ 教室と一体となったワークスペースの設置

・ 調べ学習、自主・自発的な学習を手助けする図書室兼メディアスペースの整備

○新しい生活様式を踏まえた健やかな学習・生活空間

・ 内装の木質化

・ 体育館等への空調設置、屋上や壁の断熱化、LED 照明化

・ バリアフリー化（エレベーター、スロープ、バリアフリートイレの設置 等）

○防災機能の確保

・ 津波や高潮被害を想定した校舎屋上の活用（屋上への避難階段設置 等）

・ 埋設給排水管の耐震対策

＜参考2＞
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＜参考3＞

年齢（学年）別の通学先
令和７年度時点でのお子様の年齢（学年）を下表から探し、
その右欄にある通学先をご確認ください。

※ 白水小学区の児童は、原則として、比較的教室数

に余裕がある東校舎へ通学します。

ただし、通学距離等の観点から、安心・安全上の

理由がある場合は、西校舎を選択して通学できる

ものとします。

柴田学区・千鳥学区にお住いの方 白水学区にお住いの方

令和７年度時点
年齢・学年

学年 通学先

０歳児
(R7.4～R8.3生)

１～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１歳児
(R6.4～R7.3生)

１～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１年生 お住いの学区にある学校へ通学

２～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～２年生 お住いの学区にある学校へ通学

３～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～３年生 お住いの学区にある学校へ通学

４～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～４年生 お住いの学区にある学校へ通学

５～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～５年生 お住いの学区にある学校へ通学

６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～６年生
(H25.4～H31.3生)

１～６年生 お住いの学区にある学校へ通学

４歳児
(R3.4～R4.3生)

５歳児
(R2.4～R3.3生)

６歳児
(H31.4～R2.3生)

２歳児
(R5.4～R6.3生)

３歳児
(R4.4～R5.3生)

令和７年度時点
年齢・学年

学年 通学先

０歳児
(R7.4～R8.3生)

１～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１歳児
(R6.4～R7.3生)

１～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１年生 東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

２～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～２年生 東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

３～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～３年生 東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

４～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１年生 白水小学校へ通学

２～４年生 東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

５～６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～２年生 白水小学校へ通学

３～５年生 東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

６年生 新校舎（白水小の場所）へ通学

１～３年生 白水小学校へ通学

４～６年生 東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

２～４年生 白水小学校へ通学

５～６年生 東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

３～５年生 白水小学校へ通学

６年生 東校舎（千鳥小の場所）へ通学（※）

４～６年生
(H25.4～H28.3生)

４～６年生 白水小学校へ通学

１年生
(H30.4～H31.3生)

２年生
(H29.4～H30.3生)

３年生
(H28.4～H29.3生)

４歳児
(R3.4～R4.3生)

５歳児
(R2.4～R3.3生)

６歳児
(H31.4～R2.3生)

２歳児
(R5.4～R6.3生)

３歳児
(R4.4～R5.3生)
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

1学級 1学級 1学級 1学級 1学級 1学級 6学級

22人 26人 19人 21人 13人 21人 122人

１ 柴田小学校の現状等

（１）学級数・児童数（令和7年度）

（2）学級数及び児童数の見込み ※ 特別支援学級の人数・学級数は含みません。

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

6学級 6学級 6学級 6学級 6学級 6学級 6学級

130人 122人 120人 118人 115人 114人 100人

２ 千鳥小学校の現状等

（１）学級数・児童数（令和7年度）

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

1学級 2学級 1学級 1学級 1学級 2学級 8学級

30人 45人 32人 34人 30人 36人 207人

（2）学級数及び児童数の見込み ※ 特別支援学級の人数・学級数は含みません。

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

9学級 8学級 7学級 8学級 8学級 9学級 ７学級

212人 207人 187人 192人 192人 198人 184人

3 白水小学校の現状等

（１）学級数・児童数（令和7年度）

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

2学級 2学級 2学級 2学級 2学級 2学級 12学級

42人 47人 56人 44人 42人 52人 283人

（2）学級数及び児童数の見込み ※ 特別支援学級の人数・学級数は含みません。

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

12学級 12学級 12学級 12学級 11学級 11学級 10学級

287人 283人 293人 296人 284人 266人 249人

4 統合校の規模

統合を想定した場合の学級数及び児童数の見込み ※ 特別支援学級の人数・学級数は含みません。

令和10年度 令和11年度 令和12年度

20学級 ２0学級 19学級

591人 578人 533人

＜参考4＞

学級数及び児童数の見込み

特別支援

2学級

8人

特別支援

2学級

11人

特別支援

2学級

8人
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令和6年度・７年度については実数を示しています。
令和8年度以降は見込みの数値を示しています。


